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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・木ノ下　ツヨ様～以前より間食の自己管理希望ありましたが、内科医三上Ｄｒより御本人へ間食についての指導がありました。三上Ｄｒより従来通りにスタッフ管理とし、火・木・土曜日に間食摂取する事の説明があり御本人も納得されています。決められた曜日以外に間食に対しての要求が聞かれる事がありますが、曜日・量が決まっている事を説明し統一した関わりを持っていきましょう。

　　　　　　　　　御本人より差し入れの希望ありスタッフから保護者である実弟様に連絡をしていますが、携帯電話が現在使用されておらず連絡が取れませんでした。札幌市内に在住している実姉様に連絡をした所、実弟様の携帯番号が変更になった事を話されています。実姉様より実弟様に連絡をして頂き、実弟様から病院に連絡して頂く事となります。差し入れについても実弟様から連絡があり次第依頼をして下さいとの事ですので、御本人には連絡が入るまでお待ち頂く様に説明をしていきましょう。

・下口　　政子様～身辺整理の整理整頓が行えていない為、２/２１（月）より身辺整理メンバーに導入していく事とします。実施曜日については週１回月曜日としていきます。　

· 広報委員会～２/２２（火）１６：００より庶務管理室前にてＦｏｒの袋詰め作業がありますので、参加お願いします。

· 宮　陽子様～本日昼食後薬より服薬自己管理を再開しています。薬包の確認やチェック

　　　　　　　忘れ、服薬セットミスに留意し適宜服薬自己管理の目的について本人へ

　　　　　　　確認していくようにしましょう。

・２/１８（金）給食委員会が開催されました。食事発注の注意について確認事項の

報告がありました。

＜職員が間違って発注をした場合＞

事故報告書提出。食費は間違った本人の自己負担とする。（１食間違えると1134円）

＜患者様の都合による場合＞

（外泊帰院時間になっても連絡がなく、戻らない。または調理後の連絡など）

　帰院予定は朝から発注数に入れているため食事は患者様の負担とする。

＜急な退院が出た場合（深夜または朝）と深夜患者様の容態が悪くなった場合＞

　深夜若しくは朝方死亡が確認された場合と、深夜容態が悪くなった患者様の朝食に限

り、朝7:00までに各病棟から直接厨房（内線292）へ連絡をして食事発注をキャンセル

する（病院栄養士がいないため）。朝7:30以降庶務管理室にいる栄養士にキャンセル

した事を報告する（いない場合は庶務へ伝えておく）。

· 死亡退院の場合、医師から食止めの食事箋を記入してもらい病院栄養士へ提出する。

· 容態が悪くなり朝食を食べるかはっきりしない場合は、朝の時点で食事の発注はキャンセルする。もし、朝食時間に食べられるようであれば追加というかたちにする。

· セレクトメニュー名簿を紛失しないよう、期限の厳守提出を徹底して下さい。

・次回の給食委員会は３/１８（金）16:00～予定となっています。出席スタッフについては未定です。

＜看護度評価・検討＞

・蛭名　豊美様～Ｂ―Ⅲ（継続的な観察必要・必要に応じた指導）

　　　　　　　　自主的に爪切りを行ったりと保清面での意欲が見られています。更衣後の衣類を溜め込んでいますが、自ら決めた曜日に洗濯を行っている様子見られています。現在は、保清面での問題点は見られていません。身辺整理については、衣類の乱雑収納が見られています。生活指導時に畳むように説明し促すと「畳まなきゃ」と話され、整頓行えていない事についての認識はある様子伺えていますが、毎回整頓行えていません。継続し、整頓行えるように援助していきましょう。以前見られていた下半身の露出については、現在見られていません。

　　　　　　　　看護度は継続していきます。

・春本　司郎様～Ｃ―Ⅱ（症状は安定している・部分的介助　継続指導）

他者の私物を勝手に使用したり、盗む行為見られています。また、他者に嗜好品を要求している様子があります。他者の私物を勝手に使用したり、盗む事は良くない事を説明していきましょう。また、他者に嗜好品を要求している様子がある為、自分のお小遣いの範囲内で月末まで嗜好品を購入出来るように説明をしていきましょう。受持ち担当スタッフは患者様とお小遣いの使い道や購入計画について話し合い、ケアプランに立案していって下さい。

　　　　　　　　看護度は継続していきます。

　　　　　　　　

